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４
・

３０

除
幕
式
へ
大
き
な
一
歩 

２
月
２
１
日
午
前
８
時
半
、
岡
崎
市
か
ら
㈱
下
川
石
材
社
長
・
鈴

木
唯
師
さ
ん
、
中
野
石
工
芸
社
長
・
中
根
孝
治
さ
ん
と
彫
刻
家
・
坂

口
紀
代
美
さ
ん
が
、
般
若
寺
に
到
着
。
工
藤
良
任
住
職
と
挨
拶
。
早

速
、
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
基
礎
・
縁
石
工
事
に
着
工
し
ま
し
た
。 

用
地
の
整
地
、
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
位
置
の
確
定
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト

の
打
設
な
ど
手
際
よ
く
作
業
を
進
め
、
２
ペ
ー
ジ
下
段
に
み
ら
れ
る

様
に
、
「
碑
」
な
ど
の
設
置
場
所
の
基
礎
は
し
っ
か
り
と
固
め
ら
れ

ま
し
た
。 

こ
の
日
、
寒
波
到
来
で
、
岡
崎
を
出
発
す
る
と
き
は
、
く
る
ぶ
し

が
埋
ま
る
ほ
ど
積
雪
が
あ
っ
た
と
の
こ
と
。
水
仙
の
香
り
漂
う
般
若

寺
境
内
に
も
小
雪
が
舞
う
中
、
４
月
３
０
日
の
除
幕
式
に
向
け
て
、

着
々
と
進
ん
で
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
ま
し
た
。 

NO.４０ 



2 

 

 

位置の確認。坂口紀代美さんと作業員。２０２３年２月２１日、「碑」設置予定地で 

「碑」の設置場所と３言語の説明板の位置が見えてきました。 

「碑」の設置位置を慎重に決め、正確にレベルや採寸。 
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「
山
吹
燃
ゆ
る
」 

坂
口
紀
代
美
さ
ん
の
メ
ッ
セ―

ジ
を
紹
介
し
ま
す
。
用
地
の
基
礎
工
事
に
関

わ
る
設
計
や
、
石
材
の
確
保
な
ど
、
総
合
的
な
取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。
写

真
で
は
、「
「
碑
」
の
上
部
の
制
作
過
程
が
よ
く
分
か
り
ま
す
。 

当
初
か
ら
持
っ
て
い
た
イ
メ
ー
ジ
の
タ
イ
ト
ル
で
す 

寒
暖
の
日
が
入
り
混
じ
る
こ
の
頃
で
す
。 

こ
う
や
っ
て
春
に
向
か
っ
て
ゆ
く
の
か
と
思
う
と
、
感
慨
が
あ
り
ま
す
ね
。

顕
彰
碑
彫
刻
上
部
の
イ
メ
ー
ジ
模
型
と
、
作
者
銘
板
２
０
０
角
を
添
付
い
た

し
ま
す
。 

■
黒
く
み
え
る
部
分
は
、
山
吹
の
花
の
蝋
型
で
す
。
手
で
直
接
制
作
し
ま
し
た
。

す
で
に
さ
い
た
ま
市
の
ブ
ロ
ン
ズ
工
場
に
送
っ
て
あ
り
、
真
鍮
の
鋳
物
に
な
り

ま
す
。
真
鍮
の
枝
に
、
金
色
を
感
じ
る
真
鍮
の
山
吹
の
花
を
溶
接
し
て
開
花
し

ま
す
。
そ
の
時
は
ま
た
、
私
は
、
さ
い
た
ま
市
の
工
場
へ
行
き
ま
す
。 

蝋
型
制
作
風
景
も
添
付
し
て
お
き
ま
す
。
蝋
型
制
作
は
、
ガ
ス
コ
ン
ロ
を
用

い
ま
す
の
で
、
い
つ
も
ガ
ス
が
来
て
い
る
ア
ト
リ
エ
の
一
隅
で
行
っ
て
い
ま
す
。

白
い
輪
の
部
分
は
ス
テ
ン
レ
ス
ス
テ
ィ
ー
ル
の
実
寸
模
型
で
す
。
テ
ル
さ
ん
の

志
が
実
る
こ
と
を
丸
い
輪
で
祈
っ
て
い
ま
す
。
ス
テ
ン
レ
ス
ス
テ
ィ
ー
ル
に
、

真
鍮
の
枝
を
溶
接
す
る
時
は
、
ま
た
新
横
浜
の
ス
テ
ィ
ー
ル
工
場
へ
行
き
ま
す
。 

■
銘
板
は
、
テ
ル
さ
ん
の
顕
彰
碑
の
数
あ
る
顕
彰
碑
の
中
で
も
、
固
有
名
詞
が

「
山
吹
燃
ゆ
る
」
。
私
が
、
仕
事
を
承
っ
て
、
テ
ル
さ
ん
の
ご
本
を
読
ま
せ
て

い
た
だ
い
た
当
初
か
ら
、
持
っ
て
い
た
イ
メ
ー
ジ
タ
イ
ト
ル
で
す
。
テ
ル
さ
ん

が
志
を
強
く
し
た
時
間
と
、
般
若
寺
と
い
う
場
所
の
イ
メ
ー
ジ
の
両
方
の
意
味

が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
２
月
２
１
日
現
場
で
、
銘
板
位
置
や
彫
刻
本
体
の
位
置

を
決
め
る
時
に
、
坂
口
の
銘
板
も
位
置
決
め
し
ま
す
。 

以
上
、
制
作
過
程
あ
ら
ま
し
で
す
。
皆
さ
ん
に
も
た
の
し
み
に
御
覧
い
た
だ

け
た
ら
と
思
い
ま
す
。
２
月
１
６
日 

彫
刻
家 

坂
口
紀
代
美 
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長
谷
川
テ
ル
訪
問
記
念
の
碑
」
建
立
募
金
大
き
く
進
む 

２
０
２
１
年
１
０
月
以
来
、
「
長
谷
川
テ
ル
訪
問
記
念
の
碑
」
建
立
募
金
を

初
め
て
か
ら
１
年
半
経
過
し
ま
し
た
。
３
月
０
日
ま
で
に
、
力
強
い
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
添
え
、
追
加
募
金
を
含
め
延
べ
４
０
０
名
か
ら
３
．
７
５
０
，
０
０
０
円

を
超
え
る
募
金
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

テ
ル
さ
ん
の
反
戦
の
志
を
貫
い
た
生
涯
を
多
く
の
方
に
知
っ
て
い
た

だ
き
た
い 

・
長
谷
川
テ
ル
さ
ん
が
青
春
時
代
を
過
ご
し
た
、
こ
こ
奈
良
に
、
記
念
碑
が
建

立
さ
れ
る
こ
と
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
に
戦
争
の
今
の
時
代
に
こ
そ
、
テ

ル
さ
ん
の
短
く
も
、
反
戦
の
志
を
貫
い
た
生
涯
を
、
多
く
の
方
に
知
っ
て
い
た

だ
き
た
い
で
す
。
世
界
か
ら
戦
争
と
不
幸
等
と
貧
困
が
な
く
な
る
こ
と
を
願
い

つ
つ
、
貧
者
の
一
灯
を
お
送
り
し
ま
す
。
完
成
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。 

西
山
洋
子 

・
山
梨
平
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
理
事
長
の
浅
川
で
す
。
当
館
で
は
大
月
出
身
の
長

谷
川
テ
ル
の
反
戦
活
動
を
展
示
し
て
お
り
ま
す
。
日
中
友
好
の
前
進
の
た
め
に

も
、
貴
事
業
に
些
少
で
す
が
送
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

浅
川 
保 

 ・
４
月
３
０
日
に
、
式
が
順
調
に
で
き
ま
す
よ
う
に 

 
 
 
 
 

川
合 

潔 

 

・
政
治
の
対
立
・
戦
争
の
不
安
が
増
す
現
代
、
人
と
人
と
の
交
流
・
友
好
の
確

立
が
大
切
と
思
い
ま
す
。
有
意
義
な
こ
の
事
業
、
必
ず
な
し
と
げ
ら
れ
る
こ
と

を
祈
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

西
山
要
一 

 ・
あ
の
時
代
に
愛
と
正
義
・
良
心
を
貫
い
た
人
が
い
た
。
今
も
求
め
ら
れ
て
い

る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

佐
竹
昱
子 

 

・
ロ
シ
ア
に
よ
る
戦
争
侵
攻
の
今
、
テ
ル
の
事
を
若
い
方
に
伝
え
る
こ
と
は
大

変
有
意
義
な
こ
と
で
す
ね
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

乾 

好
伸 

 

第
一
次
募
金
に
応
じ
て
頂
い
た
方
の
氏
名
（
２
０
２
２
年
４
月
２
９
日
以
降

～
２
０
２
２
年
１
２
月
６
日
） 

こ
れ
ま
で
、
「
ヴ
ェ
ル
ダ
・
マ
ー
ヨ
通
信
」NO.3

3

、
同

NO
.34

、NO3
5

に
２

０
２
２
年
４
月
２
７
日
ま
で
に
募
金
を
寄
せ
て
い
た
だ
い
た
方
の
ご
芳
名
は
掲

載
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
後
、
募
金
を
寄
せ
て
い

た
だ
い
た
方
々
の
ご
芳
名
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。
（
ア
イ
ウ
エ
オ
順
、
敬
称
略
） 

秋
山
勝
彦
、
浅
田
美
奈
子
、
麻
生
富
枝
、
厚
見
泰
子
、
天
川
佐
江
子
、
荒
木

常
男
、
在
賀
知
子
、
有
本
秀
子
、
粟
田
育
治
、
井
内
美
和
子
、
池
田
隆
、
石
橋

演
子
、
石
丸
典
子
、
伊
東
美
恵
子
、
井
上
富
美
子
、
稲
月
典
澄
、
岩
下
美
佐
子
、

上
杉
晴
美
、
上
農
百
合
子
、
宇
賀
神
せ
つ
子
、
梅
林
光
生
、
大
石
裕
子
、
小
澤

百
合
子
、
太
田
隆
子
、
大
西
真
一
、
岡
谷
よ
し
子
、
岡
田
博
治
、
奧
誓
二
、
奥

谷
彰
子
、
奧
村
功
、
落
合
智
恵
子
、
小
野
節
子
、
加
藤
東
洋
、
門
脇
元
子
、
金

治
貞
男
、
川
合
潔
、
河
戸
憲
治
郎
、
川
合
小
夜
子
、
川
本
雅
樹
、
聞
間
元
、
岸

本
哲
、
北
川
れ
ん
子
、
清
村
二
朗
、
楠
本
辰
作
、
熊
井
三
郎
、
熊
田
眞
幸
、
倉

橋
祥
八
郎
、
倉
橋
佳
子
、
越
山
邦
夫
、
越
山
の
ぶ
子
、
ゴ
ト
ウ
カ
ズ
ミ
、
小
橋
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清
隆
、
小
林
照
代
、
小
牧
薫
、
斎
藤
喜
代
美
、
斉
藤
ツ
メ
、
坂
田
一
仁
、
坂
手

日
登
美
、
佐
々
木
昭
示
、
佐
藤
潔
、
佐
藤
倫
理
、
澤
田
和
也
（
２
０
２
２
．
４
．

２
９
）
、
澤
野
井
公
夫
、
塩
谷
章
次
、
清
水
英
孝
、
白
川
嘉
秀
、
杉
下
ゆ
き
子
、

杉
林
晴
行
、
園
部
勝
章
、
園
部
典
子
、
染
川
隆
俊
、
瀧
本
至
、
田
熊
健
二
、
竹

内
ひ
ろ
み
、
竹
末
勤
、
田
中
澄
江
、
田
中
郁
、
田
中
輝
男
、
田
中
雄
三
、
田
中

泰
子
、
田
辺
七
郎
、
田
辺
実
、
辰
巳
昌
信
、
谷
サ
ユ
リ
、
谷
原
一
安
、
樽
井
幸

一
郎
、
田
原
隆
子
、
中
馬
浩
子
、
辻
久
子
、
辻
本
英
子
、
手
原
三
郎
、
豊
田
保

子
、
中
島
勉
治
、
中
森
功
、
中
村
智
恵
子
、
中
里
力
、
永
田
京
美
、
中
西
と
し

子
、
永
松
孝
志
、
西
里
抹
甬
子
、
西
田
和
子
、
西
田
千
津
、
日
中
大
阪
府
連
中

河
内
支
部
、
西
本
文
子
、
西
山
洋
子
、
西
脇
義
彦
、
浜
中
達
也
、
平
井
利
子
、

檜
山
尚
美
、
日
和
佐
素
子
、
福
味
和
子
、
藤
垣
全
弘
、
舟
山
守
夫
、
細
野
歩
、

堀
好
子
、
牧
田
啓
祐
、
桝
井
隆
志
、
松
岡
敏
之
、
松
下
稔
、
松
下
光
人
、
眞
殿

天
童
、
松
並
君
子
、
水
谷
和
宏
、
水
谷
奈
美
、
溝
川
悠
介
、
三
村
純
子
、
峯
克

彰
、
宮
城
恭
子
、
村
口
偕
子
、
諸
富
健
、
八
木
勝
光
、
安
井
秀
夫
、
藪
坂
明
、

山
上
浩
功
、
山
田
ト
シ
エ
、
山
﨑
秀
子
、
山
田
奉
子
、
山
村
弘
成
、
横
田
利
孝
、

吉
川
好
胤
、
吉
田
忠
雄
、
渡
辺
倫
子
、
渡
辺
浩
、
匿
名
者
数
名 

 

追
加
募
金 

目
標
に
大
き
く
近
づ
く 

「
碑
」
建
立
の
た
め
の
追
加
募
金
（
目
標
額
１
６
０
万
円
）
を
、
昨
年
１
２

月
９
日
こ
れ
ま
で
第
一
次
募
金
の
訴
え
に
応
え
て
募
金
を
寄
せ
て
頂
い
て
き
た

方
に
、
募
金
を
広
げ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
お
願
い
い
た
し
ま
し
た
。 

こ
れ
に
応
え
、
「
追
加
募
金
に
つ
き
ま
し
て
、
歴
教
協
の
Ｍ
Ｌ
に
発
信
し
た

と
こ
ろ
さ
っ
そ
く
、
何
人
も
の
方
か
ら
協
力
し
ま
す
と
い
う
メ
ー
ル
を
戴
き
ま

し
た
。
４
月
３
０
日
に
、
般
若
寺
に
参
り
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
」
、
「
長
谷

川
テ
ル
顕
彰
碑
建
立
の
募
金
、
順
調
に
進
ん
で
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
」
と
、

募
金
を
訴
え
た
か
た
の
氏
名
を
知
ら
せ
頂
い
た
方
、
「
大
学
時
代
の
友
人
た
ち

に
テ
ル
さ
ん
の
話
を
少
し
し
た
ら
数
人
か
ら
は
カ
ン
パ
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。
」

と
報
告
さ
れ
る
方
な
ど
、
多
く
の
方
が
目
標
達
成
に
向
け
て
力
を
発
揮
し
て
い

た
だ
い
い
ま
す
。 

第
一
次
募
金
に
次
い
で
再
度
募
金
に
応
じ
て
頂
い
た
だ
い
た
方
と
新
た
に
募

金
を
寄
せ
て
頂
い
た
方
を
合
わ
せ
て
掲
載
い
た
し
ま
す
。 

 

追
加
募
金
に
応
え
て
い
た
だ
い
た
方
の
氏
名
（
２
０
２
２
年
１
２
月
１
２
日

～
２
０
２
３
年
２
月
２
１
日
） 

在
賀
知
子
、
浅
川
保
、
浅
野
千
明
、
麻
生
富
枝
、
粟
田
育
治
、
飯
田
き
よ
子
、

飯
野
恵
子
、
池
谷
た
き
、
池
本
恭
代
、
石
田
隆
子
、
井
出
淑
子
、
井
出
啓
二
、

井
出
淑
子
、
伊
藤
恵
美
子
、
稲
次
征
人
、
稲
月
典
澄
、
稲
次
直
樹
、
乾
好
伸
、

岩
崎
知
子
、
宇
賀
平
、
梅
林
光
生
、
大
石
裕
子
、
太
田
隆
子
、
太
田
広
子
、
大

沼
正
博
、
大
類
善
啓
、
岡
田
博
治
、
沖
野
順
子
、
奥
西
正
史
、
奥
村
功
、
小
澤

百
合
子
、
小
野
節
子
、
小
高
平
男
、
小
野
節
子
、
薫
暁
、
加
藤
昌
克
、
加
藤
真

知
、
門
脇
元
子
、
蒲
豊
彦
、
川
合
潔
、
川
本
信
子
、
岸
下
あ
づ
み
、
北
浦
吾
郎
、

キ
タ
ガ
ワ
イ
ク
コ
、
北
林
ふ
み
子
、
木
元
靖
浩
、
桐
野
さ
ち
子
、
楠
、
国
富
智

子
、
熊
井
三
郎
、
熊
田
眞
幸
、
景
興
宇
、
鯉
島
民
子
、
鯉
島
民
子
、
越
山
邦
夫
、

越
山
の
ぶ
子
、
小
林
晃
、
小
林
ひ
と
み
、
小
林
將
夫
、
小
牧
薫
、
坂
田
一
仁
、

坂
本
ミ
リ
ア
ム
、
佐
竹
昱
子
、
澤
田
博
、
澤
田
文
子
、
沢
野
井
公
夫
、
清
水
英
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孝
、
杉
下
ゆ
き
子
、
杉
林
晴
行
、
杉
本
高
子
、
杉
村
征
朗
、
杉
山
文
彦
、
染
川

隆
俊
、
橇
町
賢
治
、
高
嶋
道
、
高
杉
一
郎
、
高
橋
和
子
、
竹
内
ひ
ろ
み
、
竹
村

照
雄
、
竹
森
浩
俊
、
滝
永
登
、
巽
基
安
、
辰
巳
陽
子
、
田
中
、
田
中
澄
江
、
田

中
泰
子
、
田
辺
茂
子
、
田
辺
七
郎
、
田
辺
実
、
田
邊
良
彦
、
谷
さ
ゆ
り
、
谷
原

一
安
、
田
原
隆
子
、
樽
井
幸
一
郎
、
土
田
謙
次
、
中
島
晃
、
中
島
枝
美
子
、
内

藤
明
子
、
中
塚
明
、
中
塚
恒
子
、
中
出
律
、
中
西
と
し
子
、
中
村
大
真
、
中
森

功
、
永
田
京
美
、
二
木
徹
、
西
久
美
子
、
西
田
志
保
子
、
西
田
千
津
、
西
田
延

広
、
西
山
要
一
、
西
山
洋
子
、
野
々
村
耀
、
橋
本
草
子
、
濱
中
達
也
、
林
隆
、

林
秀
行
、
原
木
と
し
子
、
稗
田
、
東
良
江
、
檜
山
秋
彦
、
平
井
利
子
、
平
井
富

勝
、
平
塚
雅
子
、
平
松
悦
雄
、
日
和
佐
素
子
、
福
嶌
繁
男
、
藤
田
百
合
子
、
舟

山
守
夫
、
堀
好
子
、
益
永
陽
子
、
松
尾
豊
、
松
岡
敏
之
、
松
下
哲
子
、
マ
ツ
ム

ラ
シ
ン
イ
チ
、
水
谷
和
宏
、
水
沼
安
美
、
溝
川
悠
介
、
光
吉
道
子
、
宮
城
恭
子
、

宮
城
雄
大
、
森
田
武
司
、
諸
富
健
、
八
木
勝
光
、
山
田
照
子
、
山
田
泰
子
、
湯

浅
恵
子
、
湯
川
誼
、
吉
田
忠
雄
、
芳
田
美
香
、
渡
辺
武
、 

 

●
追
加
募
金
の
目
標
達
成
め
ざ
し 

「
碑
」
建
立
の
た
め
の
追
加
募
金
（
目
標
額
１
６
０
万
円
）
は
、
年
末
に
要

請
の
手
紙
を
発
送
す
る
と
同
時
に
次
々
と
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
３
月
７
日
現

在
、
追
加
募
金
は
１
５
３
名
か
ら
、
合
計
１
、
５
０
０
，
９
２
３
円
で
す
。
目

標
額
１
６
０
万
円
に
か
な
り
近
づ
い
て
い
ま
す
。（
あ
と
１
０
万
円
ほ
ど
） 

 

新
た
な
注
目
を
集
め
る
映
画
「
望
郷
の
星 

長
谷
川
テ
ル
の
青
春
」 

 

米
中
間
の
対
立
激
化
の
な
か
で
“
台
湾
危
機
”
が
煽
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

様
な
状
況
の
下
で
、
日
中
不
再
戦
の
誓
い
は
か
つ
て
な
く
重
要
な
意
義
を
は
ら

ん
で
い
ま
す
。
日
中
戦
争
の
真
っ
た
だ
中
、
戦
火
し
下
の
中
国
で
、
日
本
兵
士

に
対
し
て
、
反
戦
平
和
を
ラ
ヂ
オ
放
送
で
訴
え
ぬ
い
た
長
谷
川
テ
ル
を
描
い
た

映
画
「
望
郷
の
星 

長
谷
川
テ
ル
の
青
春
」
（
主
演
栗
原
小
巻
）
が
新
た
な
注

目
を
集
め
て
い
ま
す
。
さ
る
２
月
２
６
日
、
大
阪
ド
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ

た
「
あ
の
戦
争
は
な
ん
だ
っ
た
の
か
映
画
祭
」
で
、
上
映
会
さ
れ
ま
し
た
。 

 

こ
の
日
の
「
映
画
祭
」
で
同
映
画
を
鑑
賞
さ
れ
た
中
西
と
し
子
さ
ん
か
ら
感

想
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

テ
ル
と
中
国
の
方
々
と
の
交
流
な
ど
心
温
ま
る
場
面
も 

中
西
と
し
子 

最
初
は
、
中
国
か
ら
遺
児
お
二
人
が
、
母
の
軌
跡
を
訪
ね
る
た
め
来
日
す
る

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
の
よ
う
な
形
で
始
ま
り
、
最
後
は
、
兄
妹
が
旅
を
終
え
て
、

「
再
見
」
の
言
葉
を
交
わ
し
、
笑
顔
で
別
れ
る
シ
ー
ン
で
終
わ
り
ま
し
た
。 

そ
の
間
に
、
栗
原
小
巻
さ
ん
の
演
じ
る
テ
ル
さ
ん
の
人
生
、
奈
良
高
等
女
子

師
範
時
代→

治
安
維
持
法
下
で
の
退
学→

東
京
で
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
活
動
を
通
じ

て
劉
仁
と
の
出
会
い
、
結
婚→

中
国
渡
航
（
以
後
、
日
本
の
土
を
踏
ま
ず
）→

日
中
関
係
悪
化
、
さ
ら
に
開
戦
の
中
、
各
地
転
々→

そ
の
中
で
の
出
産
、
子
育

て
、
そ
し
て
、
日
本
兵
さ
ん
た
ち
向
け
た
反
戦
放
送→

第
二
次
世
界
大
戦
は
終

結
す
る
も
の
の
、
中
国
は
、
国
民
党
・
共
産
党
の
内
戦→

そ
の
中
で
の
死
去

（
感
染
症
）
が 

挟
ま
れ
て
い
ま
す
。 
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つ
く
づ
く
、
戦
争
と
は
何
と
む
ご
い
も
の
か
、
誰
を
も
幸
せ
に
し
な
い
こ
と

が
胸
に
迫
り
、
テ
ル
さ
ん
の
、
中
国
人
、
日
本
人
ど
ち
ら
の
命
も
大
事
、
殺
し

合
い
は
止
め
よ
う
と
言
う
訴
え
の
真
っ
当
さ
を
、
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
ま
し
た
。 

当
然
な
が
ら
、
辛
い
シ
ー
ン
も
多
か
っ
た
で
す
け
れ
ど
、
そ
の
中
で
、
劉
仁

テ
ル
夫
婦
の
労
わ
り
励
ま
し
合
い
、
い
と
し
子
へ
の
思
い
、
テ
ル
と
中
国
の

方
々
と
の
交
流
な
ど
、
心
温
ま
る
場
面
に
、
救
わ
れ
ま
し
た
。
反
戦
放
送
の
所

は
、
言
葉
も
内
容
も
明
確
、
テ
ル
さ
ん
（
小
巻
さ
ん
）
の
表
情
が
と
て
も
美
し

か
っ
た
で
す
。 

映
画
で
は
、
日
本
語
、
中
国
語
、
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
の
三
つ
の
言
葉
が
使
わ
れ

て
い
ま
し
た
。
夫
婦
が
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
で
会
話
し
て
い
る
個
所
は
、
聞
き
取
れ

る
所
が
あ
り
、
実
力
は
伴
っ
て
い
ま
せ
ん
け
れ
ど
、
エ
ス
ペ
ラ
ン
テ
ィ
ス
ト
と

し
て
鑑
賞
で
き
て
、
嬉
し
か
っ
た
で
す
。 

中
国
の
場
合
、
日
本
の
敗
戦
・
撤
退
後
も
、
内
戦
が
こ
ん
な
に
も
悲
惨
だ
っ

た
の
で
す
ね
。
朝
鮮
戦
争
は
、
実
は
今
も
終
っ
て
い
な
い
と
か
、
こ
れ
が
日
本

だ
っ
た
ら
思
う
と
、
想
像
を
絶
し
ま
し
た
。 

と
に
か
く
、
武
力
行
使
で
解
決
？
！
し
よ
う
と
言
う
、
戦
争
の
仕
組
み
そ
の

も
の
を
、
廃
絶
し
な
け
れ
ば
。
い
ま
さ
ら
な
が
ら
、
戦
争
放
棄
の
憲
法
第
九
条

の
尊
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
、
お
花
畑
と
揶
揄
さ
れ
よ
う
と
も
。 

映
画
の
中
で
、
テ
ル
は
、「
私
は
人
間
を
信
じ
た
い
の
。」
と
言
っ
て
い
ま
し

た
、
非
人
間
的
と
し
か
言
い
よ
う
の
な
い
、
状
況
の
中
で
。
ア
ン
ネ 

フ
ラ
ン

ク
も
日
記
の
中
に
「
い
つ
で
も
、
ど
ん
な
時
で
も
、
人
間
は
、
本
当
は
い
い
も

の
な
ん
で
す
。
」
と
の
言
葉
を
残
し
て
い
ま
す
、
１
５
歳
で
命
奪
わ
れ
た
少
女

が
。 

お
花
畑
か
も
知
れ
な
い
け
れ
ど
、
酷
い
事
が
多
過
ぎ
る
け
れ
ど
、
そ
れ
で
も
希

望
を
見
出
て
行
こ
う
と
、
願
わ
ず
に
い
ら
れ
ま
せ
ん
。 

 権
力
者
が
猛
威
を
振
る
い
破
壊
し
つ
く
し
て
も 

真
実
を
求
め
る
人
が
い
る
限
り
決
し
て
消
え
る
こ
と
は
な
い 

田
中
澄
江 

「
ヴ
ェ
ル
ダ
・
マ
ー
ヨ
通
信
」
・No.

３
９
を
受
け
取
り
ま
し
た
。
毎
回
丁
寧

な
記
録
を
取
ら
れ
、
奈
良
・
長
谷
川
テ
ル
顕
彰
の
会
の
皆
さ
ん
の
顕
彰
活
動
へ

の
強
い
思
い
に
満
ち
た
熱
気
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。 

西
田
さ
ん
の
研
究
ノ
ー
ト
に
つ
い
て
は
遅
れ
ば
せ
な
が
ら
読
ま
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
田
辺
さ
ん
を
始
め
と
し
て
大
類
さ
ん
の
ご
自
身
の
著
書
と
も
照
ら

し
合
わ
せ
て
の
厚
み
に
あ
る
感
想
も
読
ま
せ
て
い
た
だ
き
、
今
回
の
、
奈
良
・

長
谷
川
テ
ル
顕
彰
の
会
会
員
で
も
あ
る
西
田
さ
ん
の
研
究
者
と
し
て
の
探
求
心

に
、
心
よ
り
賛
辞
を
贈
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。 

研
究
ノ
ー
ト
は
、
「
女
性
・
戦
争
・
人
権
」
学
会
の
学
会
誌
が
『
「
特
集
」

三
〇
年
、
証
言
の
政
治
を
振
り
返
る―

―

私
た
ち
が
継
承
す
る
も
の
』 

に
、

奈
良
・
長
谷
川
テ
ル
顕
彰
の
会
会
員
で
も
あ
る
西
田
千
津
氏
が
「
エ
ス
ペ
ラ
ン

チ
ス
ト
長
谷
川
テ
ル
の
女
性
解
放
論
に
関
す
る
若
干
の
考
察
」
と
し
て
寄
稿
さ

れ
た
も
の
で
す
。
日
本
に
お
け
る
女
性
の
立
場
に
つ
い
て
、
人
権
が
如
何
に
阻

害
さ
れ
て
き
た
か
。
し
か
も
「
良
妻
賢
母
」
「
大
和
撫
子
」
の
名
の
も
と
に
、

さ
も
優
し
い
従
順
な
女
性
の
姿
に
込
め
ら
れ
た
男
性
優
位
の
あ
く
ま
で
も
家
族

や
社
会
へ
の
陰
の
よ
う
な
支
え(

使
用
人
扱
い)

と
さ
れ
た
か
。
そ
れ
は
戦
争
に

よ
り
一
層
加
速
さ
れ
、
低
賃
金
で
の
労
働
力
と
し
て
も
強
い
ら
れ
て
き
た
、
長
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谷
川
テ
ル
が
、
こ
こ
ま
で
ス
ト
イ
ッ
ク
に
社
会
を
見
つ
め
、
日
本
帝
国
主
義
へ

の
本
質
を
見
つ
め
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
、
あ
く
ま
で
も
虐
げ
ら
れ
底
辺
に
い

る
女
性
の
立
場
か
ら
の
テ
ル
の
行
動
で
あ
っ
た
か
を
研
究
ノ
ー
ト
は
伝
え
て
い

ま
す
。 

テ
ル
は
具
体
的
な
非
暴
力
へ
の
四
つ
の
提
案
ま
で
し
て 

グ
ロ
ー
バ
ル
な
発
信
を
続
け
た 

「
戦
争
」
で
の
非
人
間
的
な
行
動
、
と
一
言
で
語
れ
な
い
こ
と
で
あ
り
女
性

が
巻
き
込
ま
れ
て
い
く
悲
惨
な
史
実
と
し
て
掘
り
起
こ
し
克
明
に
綴
っ
て
く
れ

る
。
そ
れ
は
テ
ル
自
身
が
エ
ス
ペ
ラ
ン
チ
ス
ト
と
し
て
生
き
た
事
が
基
本
に
な

っ
て
い
る
こ
と
。
慰
安
婦
に
さ
れ
た
中
国
女
性
に
自
ら
取
材
し
見
聞
し
た
実
情

を
伝
え
発
信
し
た
の
は
、
戦
争
に
よ
り
人
が
如
何
に
非
人
道
な
行
動
に
変
貌
し

て
い
く
か
。
そ
の
姿
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
た
か
っ
た
に
違
い
な
い
。
エ
ス
ペ
ラ
ン

ト
で
国
に
よ
る
差
異
な
く
平
和
な
社
会
を
、
誰
の
命
も
大
切
に
。
と
世
界
へ
発

信
し
日
本
の
帝
国
主
義
に
よ
る
中
国
の
惨
事
を
伝
え
た
こ
と
。
こ
ん
な
テ
ル
の

活
動
が
な
ぜ
日
本
で
知
ら
れ
て
い
な
い
の
か
。
そ
れ
が
日
本
帝
国
主
義
に
よ
る

軍
事
戦
略
で
徹
底
し
た
加
害
の
隠
蔽
に
他
な
ら
な
い
と
い
う
事
。
女
性
へ
の
戦

時
性
暴
力
は
単
に
暴
欲
を
満
た
す
こ
と
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
堕
胎
薬
を
飲
ま

せ
た
り
、
用
が
終
わ
れ
ば
殺
す
。
そ
の
国
の
根
絶
や
し
思
想
に
も
つ
な
が
る
と

い
う
事
で
あ
り
、
今
も
世
界
の
ど
こ
か
で
起
き
て
い
る
。 

テ
ル
は
具
体
的
な
非
暴
力
へ
の
四
つ
の
提
案
ま
で
し
て
グ
ロ
ー
バ
ル
な
発
信

を
続
け
た
。
中
国
の
平
和
が
ア
ジ
ア
全
体
の
平
和
に
つ
な
が
る
と
い
う
日
本
帝

国
主
義
へ
の
本
質
的
な
問
題
も
突
き
つ
け
る
。
そ
ん
な
こ
と
が
テ
ル
の
発
信
し

た
文
書
や
手
紙
か
ら
明
ら
か
に
浮
か
び
上
が
る
。
「
慰
安
婦
っ
て
お
金
を
も
ら

っ
て
た
ん
で
し
ょ
。
」
今
も
日
本
人
の
多
く
が
思
っ
て
い
る
ら
し
い
が
、
実
情

を
あ
か
ら
さ
ま
に
語
る
テ
ル
の
活
動
が
、
日
本
の
帝
国
主
義
者
は
基
よ
り
、
古

き
良
き
日
本
女
性
の
生
き
方
を
良
し
と
す
る
価
値
観
に
と
ら
わ
れ
た
人
々
か
ら

す
れ
ば
言
語
道
断
の
事
だ
っ
た
わ
け
で
、
徹
底
し
た
排
斥
を
し
「
嬌
声
の
売
国

奴
」
と
揶
揄
し
日
本
国
籍
迄
抹
消
し
た
。
知
ら
れ
た
く
な
い
加
害
や
侵
略
の
内

実
を
葬
り
た
か
っ
た
の
だ
と
い
う
事
が
伺
え
る
。 

顕
彰
活
動
は
、
西
田
千
津
氏
の
よ
う
な
研
究
者
が
様
ざ
ま
な
形
で
丹
念
に
調

べ
積
み
重
ね
る
、
裏
付
と
な
る
物
証
を
掘
り
起
こ
し
確
証
と
す
る
。
そ
ん
な
人

が
多
様
な
分
野
の
研
究
者
に
よ
り
相
乗
効
果
の
よ
う
に
明
ら
か
に
な
っ
て
い
く
。

権
力
者
が
猛
威
を
振
る
い
破
壊
し
つ
く
し
て
も
、
真
実
を
求
め
る
人
が
い
る
限

り
決
し
て
消
え
る
こ
と
は
な
い
。
物
理
的
に
も
消
し
去
る
こ
と
は
不
可
能
な
の

だ
ろ
う
と
思
う
の
と
、
人
は
心
の
ど
こ
か
に
残
る
か
す
か
な
善
に
よ
り
消
せ
な

い
記
憶
で
あ
っ
た
り
文
章
で
あ
っ
た
り
す
る
の
か
と
思
い
た
い
で
す
。
そ
れ
が

時
を
経
て
人
々
の
前
に
明
ら
か
に
さ
れ
、
歴
史
を
塗
り
替
え
る
こ
と
は
で
き
な

い
の
だ
と
い
う
こ
と
が
改
め
て
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
も
記

録
は
後
の
人
へ
の
大
き
な
道
標
と
し
て
続
け
な
い
と
い
け
な
い
。
通
信
を
合
本

と
し
て
ま
と
め
形
に
残
す
こ
と
も
、
そ
の
一
端
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い
く

の
だ
と
思
い
ま
し
た
。
（
た
な
か
す
み
え
：
奈
良
長
谷
川
テ
ル
顕
彰
の
会
推
進

委
員
） 

 

響
き
あ
う
「
ヴ
ェ
ル
ダ
・
マ
ー
ヨ-

長
谷
川
テ
ル
の
歌
」 

 

反
戦
平
和
に
し
た
長
谷
川
テ
ル
の
人
生
へ
の
賛
歌
「
希
望
の
鳩 

ヴ
ェ
ル

ダ
・
マ
ー
ヨ-

長
谷
川
テ
ル
の
歌
」
が
、
戦
争
を
直
接
知
ら
な
い
少
年
少
女
の
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心
に
響
い
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
ご
自
身
の
授
業
で
取
り
上
げ
黒
田
貴
子
先

生
の
レ
ポ
ー
ト
と
、
こ
の
「
歌
」
を
詞
作
曲
さ
れ
た
ケ
イ
・
シ
ュ
ガ
ー
さ
ん
の

感
想
を
紹
介
し
ま
す
。 

 

中
学
生
の
心
に
響
い
た
『
ヴ
ェ
ル
ダ
・
マ
ー
ヨ
』
の
歌 

 
 
 
 

黒
田
貴
子 

 

「
僕
た
ち
の
ク
ラ
ス
は
、
『
ヴ
ェ
ル
ダ
・
マ
ー
ヨ
』
が
ブ
ー
ム
な
ん
で
す
。

全
員
が
歌
詞
を
覚
え
て
い
る
ん
だ
よ
」
。
中
学
二
年
生
の
生
徒
の
言
葉
に
驚
く

と
と
も
に
喜
び
が
湧
き
起
こ
っ
て
き
ま
し
た
。 

 

私
は
、
中
学
二
年
生
の
現
代
史
の
授
業
を
、
週
一
回
だ
け
担
当
す
る
講
師
で

す
。
公
立
の
中
学
校
退
職
後
、
今
の
学
校
に
勤
務
し
て
一
〇
年
に
な
り
ま
す
。

15

年
戦
争
の
授
業
の
中
で
は
、
日
本
に
お
け
る
反
戦
・
抵
抗
の
授
業
を
一
時
間

お
こ
な
っ
て
き
ま
し
た
。
今
年
度
の
授
業
で
は
、
小
林
多
喜
二
、
渡
部
良
三
、

そ
し
て
長
谷
川
テ
ル
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。
小
林
多
喜
二
の
遺
体
の
拷
問
の
跡
、

「
ほ
れ
、
多
喜
二
！
も
う
一
度
立
っ
て
み
せ
ね
か
！
」
と
い
う
母
の
言
葉
。
渡

部
良
三
の
短
歌
か
ら
は
、
刺
突
訓
練
の
凄
惨
な
実
態
か
ら
日
本
軍
に
つ
い
て
。

「
虐
殺
（
こ
ろ
）
さ
れ
し 

八
路
（
は
ち
ろ
）
と
共
に 

こ
の
穴
に 
果
つ
る

と
も
よ
し 

殺
す
も
の
か
や
」
と
い
う
渡
部
良
三
の
決
意
。
そ
し
て
長
谷
川
テ

ル
に
つ
い
て
で
す
。
彼
女
の
生
き
方
と
「
な
く
し
て
し
ま
っ
た
ふ
た
つ
の
り
ん

ご
」
の
話
を
し
て
、
最
後
に
歌
詞
を
配
り
『
ヴ
ェ
ル
ダ
・
マ
ー
ヨ
』
を
聴
き
ま

し
た
。
間
奏
の
時
に
、
少
し
補
足
し
た
り
、
「
ケ
イ
・
シ
ュ
ガ
ー
さ
ん
の
本
名

は
、
佐
藤
圭
子
さ
ん
」
（
こ
れ
を
言
う
と
、
生
徒
た
ち
は
喜
び
ま
す
）
と
明
か

し
た
り
。
最
後
の
リ
フ
レ
イ
ン
が
終
わ
る
と
、
ち
ょ
う
ど
授
業
の
終
わ
り
の
時

間
と
な
り
ま
す
。
生
徒
た
ち
は
、
こ
の
歌
を
心
に
響
か
せ
な
が
ら
、
社
会
科
室

を
出
て
い
く
の
で
す
。 

私
の
所
属
す
る
歴
史
教
育
者
協
議
会
（
歴
教
協
）
の
平
和
教
育
分
科
会
で
は
、

戦
争
を
「
被
害
」
「
加
害
」
「
加
担
」
「
抵
抗
」
の
四
つ
の
観
点
か
ら
捉
え
る
こ

と
が
提
案
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
と
り
わ
け
、
「
抵
抗
」
と
い
う
「
も
う
ひ
と
つ

の
生
き
方
」
に
つ
い
て
知
る
こ
と
は
、
生
徒
に
大
き
な
感
銘
を
与
え
ま
す
。
み

ん
な
が
時
代
に
流
さ
れ
て
行
っ
た
と
き
に
、
こ
ん
な
生
き
方
を
し
た
人
が
い
た

と
い
う
こ
と
に
、
生
徒
た
ち
は
希
望
を
感
じ
、
自
分
自
身
の
生
き
方
を
問
う
こ

と
に
つ
な
が
る
の
で
す
。
い
ま
、
長
谷
川
テ
ル
の
こ
と
を
顕
彰
し
、
奈
良
の
お

寺
に
そ
の
碑
を
建
て
よ
う
と
い
う
運
動
が
あ
る
こ
と
、
私
も
少
し
だ
け
れ
ど
、

そ
の
運
動
に
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
も
話
し
ま
し
た
。
そ
ん
な
活
動
を
さ
れ
て
い

る
方
々
が
お
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
、
目
の
前
の
教
員
が
そ
の
こ
と
に
関
わ
っ
て

い
る
こ
と
を
伝
え
た
い
と
思
い
ま
し
た
。 

 

長
谷
川
テ
ル
、
そ
し
て
『
ヴ
ェ
ル
ダ
・
マ
ー
ヨ
』
に
つ
い
て
生
徒
た
ち
の
ノ

ー
ト
に
書
か
れ
た
感
想
を
紹
介
し
ま
す
。 

私
は
特
に
１
番
の
歌
詞
が
好
き
で
す 

「
裏
切
り
者
と
呼
ば
れ
て
も
」
と
い
う
と
こ
ろ 

◆
私
は
特
に
１
番
の
歌
詞
が
好
き
で
す
。
「
裏
切
り
者
と
呼
ば
れ
て
も
」
と
い

う
と
こ
ろ
。
最
初
、
こ
の
言
葉
で
勇
ま
し
く
始
ま
る
の
が
好
き
な
ん
で
す
！
長

谷
川
テ
ル
さ
ん
の
反
戦
平
和
へ
の
強
い
思
い
や
、
自
身
を
貫
く
た
く
ま
し
さ
、

そ
し
て
そ
こ
か
ら
生
み
出
さ
れ
る
数
々
の
言
葉
や
行
動
が
本
当
に
心
に
刺
さ
り

ま
し
た
。（
こ
は
る
さ
ん
） 

◆
１
番
に
は
、
長
谷
川
テ
ル
の
思
い
が
直
接
的
に
書
か
れ
て
い
る
な
と
感
じ
ま
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し
た
。
そ
の
他
の
歌
詞
に
も
、
平
和
に
つ
い
て
の
思
い
、
本
当
の
平
和
に
つ
い

て
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
込
め
ら
れ
て
い
る
な
と
思
い
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
歌
に

よ
っ
て
、
ど
の
世
代
で
も
聴
き
や
す
く
、
た
く
さ
ん
の
人
に
長
谷
川
テ
ル
さ
ん

の
思
い
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
て
よ
い
な
と
感
じ
ま
し
た
。（
ゆ
ほ
さ
ん
） 

◆
ど
ん
な
ひ
ど
い
こ
と
を
言
わ
れ
て
も
呼
び
か
け
続
け
る
と
い
う
心
が
す
ご
い

な
と
思
い
ま
す
。
も
し
か
し
た
ら
殺
さ
れ
て
し
ま
っ
た
り
、
自
分
の
命
が
危
な

い
の
に
も
関
わ
ら
ず
、
中
国
の
放
送
と
い
う
、
世
間
の
目
が
あ
る
中
で
や
っ
て

い
て
、
こ
う
い
う
人
も
い
た
の
か
、
と
驚
き
ま
し
た
。（
る
な
さ
ん
） 

 

い
ま
ま
で
も
、
長
谷
川
テ
ル
に
つ
い
て
取
り
上
げ
る
と
、
生
徒
た
ち
は
し
っ

か
り
受
け
と
め
て
く
れ
ま
し
た
が
、
今
年
度
は
、
特
に
そ
の
こ
と
を
強
く
感
じ

て
い
ま
す
。
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
、
そ
し
て
世
界
中
が
武
力
へ
と
傾
斜

し
て
い
く
こ
と
に
、
生
徒
た
ち
も
心
を
痛
め
て
い
ま
す
。
昨
年
四
月
の
授
業
開

き
で
は
、
い
ま
ど
ん
な
こ
と
が
起
き
て
い
る
か
を
生
徒
た
ち
か
ら
出
し
て
も
ら

い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
人
類
の
歴
史
は
戦
争
の
歴
史
と
言
わ
れ
る
け
れ
ど
、
そ

れ
は
、
平
和
を
守
ろ
う
と
す
る
人
々
の
歴
史
で
も
あ
る
こ
と
、
戦
争
に
な
る
前

に
や
る
べ
き
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
る
こ
と
、
を
紹
介
し
ま
し
た
。
歴
史
の
事
実

を
知
る
こ
と
の
大
切
さ
も
今
年
ほ
ど
強
く
感
じ
た
こ
と
は
な
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
そ
ん
な
生
徒
た
ち
の
心
に
『
ヴ
ェ
ル
ダ
・
マ
ー
ヨ
』
が
響
い
た
の

だ
と
思
い
ま
す
。
（
く
ろ
だ
た
か
こ
：
中
学
校
講
師
） 

 

「
裏
切
り
者
と
い
わ
れ
て
も
」
の
歌
詞
は
、
テ
ル
の
生
き
方
を
知
っ

た
私
自
身
の
最
初
の
感
動
で
し
た
。 

ケ
イ
・
シ
ュ
ガ
ー 

黒
田
先
生
あ
り
が
と
う
ご
い
さ
い
ま
す
。
長
谷
川
テ
ル
の
生
き
方
か
ら
自
分

自
身
の
生
き
方
を
問
い
返
す
子
ど
も
た
ち
の
姿
に
胸
熱
で
す
。 

「
裏
切
り
者
と
い
わ
れ
て
も
」
の
歌
詞
は
、
テ
ル
の
生
き
方
を
知
っ
た
私
自

身
の
最
初
の
感
動
で
し
た
。
テ
ル
を
ま
っ
た
く
知
ら
な
い
人
に
も
、
気
に
な
っ

て
自
分
で
調
べ
て
み
た
い
と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
作
っ
た
の
で
、
こ
は
る

さ
ん
の
感
想
、
こ
れ
ほ
ど
う
れ
し
い
こ
と
は
な
い
で
す
。 

ゆ
ほ
さ
ん
た
ち
の
感
想
も
、
私
の
テ
ル
へ
の
思
い
と
重
な
り
ま
す
。
テ
ル
に

つ
い
て
調
べ
て
「
テ
ル
の
思
想
」
を
書
い
て
き
た
生
徒
さ
ん
、
本
質
を
見
極
め

る
目
に
脱
帽
で
す
。
本
当
に
長
谷
川
テ
ル
は
す
ご
い
人
で
す
ね
。 

「
ヴ
ェ
ル
ダ
・
マ
ー
ヨ
」
の
こ
と
を
書
い
て
く
れ
た
生
徒
さ
ん
、
エ
ス
ペ
ラ
ン

ト
語
へ
の
興
味
・
関
心
、
素
敵
な
感
性
。 

平
和
・
自
由
・
民
主
主
義
を
守
る
た
め
に
命
懸
け
で
た
た
か
っ
た
先
人
を
、 

長
年
、
教
材
と
し
て
取
り
上
げ
続
け
て
こ
ら
れ
た
黒
田
先
生
の
授
業
を
、

生
涯
の
心
の
支
え
に
す
る
生
徒
も
少
な
く
な
い
と
思
い
ま
す
。
一
人
一
人
の
生

徒
の
思
い
を
こ
の
よ
う
に
引
き
出
し
、
て
い
ね
い
に
受
け
止
め
て
新
た
な
学
び

に
つ
な
げ
ら
れ
る
先
生
の
授
業
、
も
う
一
度
中
学
生
に
な
っ
て
受
け
て
み
た
い

な 
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編
集
後
記 

 
い
よ
い
よ
、
４
月
３
０
日
に
は
「
長
谷
川
テ
ル
訪
問
記
念
の
碑
」
の
除
幕
式

を
遂
行
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
４
月
３
０
日
は
、
９
１
年
前
の
１
９
３

２
年
の
同
日
、
長
谷
川
テ
ル
（
以
下
「
テ
ル
」
）
が
学
友
・
長
戸
恭
と
般
若
寺

境
内
を
訪
ね
、
「
閉
塞
的
・
抑
圧
的
社
会
の
あ
り
よ
う
と
闘
お
う
」
と
誓
い
合

っ
た
記
念
す
べ
き
日
で
す
。 

 

工
藤
良
任
般
若
寺
住
職
の
ご
好
意
で
、
同
寺
境
内
に
「
碑
」
建
立
の
た
め
の

用
地
を
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
で
、
「
碑
」
建
立
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
当
「
通
信
」
が
伝
え
る
よ
う
に
、
多
く
の
方
の
募
金
に
支
え
ら
れ
、

彫
刻
家
・
坂
口
紀
代
美
氏
に
よ
っ
て
、
「
碑
」
の
制
作
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
ケ
イ
・
シ
ュ
ガ
ー
作
詞
作
曲
の
テ
ル
の
生
涯
が
歌
い
あ
げ
ら
れ
た

「
希
望
の
鳩 

ヴ
ェ
ル
ダ
・
マ
ー
ヨ-

長
谷
川
テ
ル
の
歌
」
を
通
じ
て
進
め
ら

れ
て
い
る
よ
う
に
、
テ
ル
の
顕
彰
事
業
が
様
々
な
形
で
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と

も
心
強
い
こ
と
で
す
。 

米
中
対
立
激
化
の
な
か
で
、
日
本
が
ア
メ
リ
カ
軍
の
指
揮
下
で
米
軍
と
一
体

と
な
っ
て
中
国
と
の
軍
事
紛
争
に
巻
き
込
ま
れ
か
ね
な
い
危
険
な
事
態
に
直
面

し
て
い
る
今
日
、
「
日
中
不
再
戦
の
誓
い
」
を
守
る
運
動
の
重
要
性
が
か
つ
て

な
く
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

こ
う
し
た
時
に
、
命
が
け
で
反
戦
平
和
を
訴
え
ぬ
い
た
テ
ル
の
事
績
の
顕
彰

は
、
極
め
て
重
要
な
意
義
を
お
び
て
お
り
、
「
碑
」
除
幕
式
と
「
テ
ル
顕
彰
事

業
全
国
交
流
集
会
」
を
契
機
と
し
て
、
テ
ル
の
顕
彰
事
業
が
日
中
不
再
戦
の
国

民
的
運
動
の
重
要
な
一
端
を
担
っ
て
発
展
す
る
こ
と
を
期
し
た
い
も
の
で
す
。 

奈
良
・
長
谷
川
テ
ル
顕
彰
の
会 

事
務
局
長 

田
辺 

実 


